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熊 本 県 労 働 者 福 祉 協 議 会

２００６年３月８日 熊本県労働会館

２００５年度・第６回常任幹事会資料

一．報告事項

Ⅰ．行動日誌

Ⅱ．主要活動報告

Ⅲ．その他

二．協議事項

Ⅰ．２００６年度第４０回通常総会について

Ⅱ．第４０回通常総会記念事業について

Ⅲ．クレ・サラの金利引き下げ等を求める運動について

Ⅳ．２００６年度役員選考委員会について

Ⅴ．各事業体の報告・提起などについて

Ⅵ．今後の幹事会・常任幹事会の開催について

Ⅶ．当面の諸日程について

Ⅷ．その他

一．報告事項

Ⅰ．行動日誌

１． (月) ～県労福協第５回幹事会（県労働会館）2/20 14:00
２． (水) ～県労福協第５２回専務会（労働金庫熊本県本部）2/22 10:00
３． (水) ～連合熊本第１回県議会対策会議（県民クラブ控え室）2/22 15:00

１．２月議会の日程について

２．２月議会議案について

３．質問者と課題について

４．各団体から県議会に対する意見書などの提出について

５．その他

４． (木) ～労働・福祉何でも相談総括会議（城の湯）2/23 18:00
住宅生協（橋本 、ろうきん（石本 、全労済（鬼塚 、労福協（梅木）） ） ）

５． (火) ～くまもと経済レセプション２００６（ホテル日航）2/28 18:30
６． (土) ～高金利引き下げをめざす全国集会～多重債務社会を打ち破ろう～（東京）3/4 13:00
７． (日) ～連合熊本「２００６春季生活闘争・自治体選挙勝利」第１７回産別・地協3/5 10:30

対抗駅伝大会（人吉・錦町自然つつじ公園）

８． (火) ～八代地区労福協幹事会（ろうきん八代支店）3/7 18:00
１．２／３学習会総括

２．チャリティーゴルフ大会について

３．次期役員選出について

４．次回幹事会について

Ⅱ．主要活動報告

１．県労福協第５回幹事会

開催日時 ２００６年２月２０日（月曜日）１４時～
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開催場所 県労働会館

協議事項

１．２００６年度第４０回通常総会について

２．第４０回通常総会記念事業の取り組みについて

３．各事業体の報告・提起などについて

４．ユニオントラベル熊本の県労福協出資金の名義変更について

５．今後の幹事会・常任幹事会の開催について

６．当面の諸日程について

７ （財）阿蘇グリーンストック、グリーントラスト基金．

「絵はがきキャンペーン」の協力について

８．その他

出 席 ２７名

２．県労福協第５２回専務会

開催日時 ２００６年２月２２日（水曜日）１０時～

開催場所 労働金庫熊本県本部

Ⅰ、報告事項

１、連合熊本・事業体、日程調整・提起、報告事項など

２、労福協報告事項

Ⅱ、意見交換事項

１、南部労福協提起「労働者福祉運動の強化と発展のために」

熊本住宅生協

２、ユニオントラベル熊本出資金の団体名義の個人名義への切り替えについて

３、県労福協第４０回通常総会・記念事業の取り組みについて

４、事業体総代会等の開催予定

５、労福協今後の日程について

６、当面の日程について

７、次回について

８、その他

３．高金利引き下げをめざす全国集会～多重債務社会を打ち破ろう～（東京）

開催日時 ２００６年３月４日（土曜日）１３時～

開催場所 東京

開催内容

１．講演「金利規制の緩和は日本にどのような社会をもたらすか」

講師 佐 高 信 氏

２．最高裁判決の意義・・・・・・卯原 洋子弁護士（横浜弁護士会）

． 「 」 （ ）３ 運動の到達点 地方議会決議の達成状況 ・・・小澤吉徳司法書士 静岡司法書士会

４．１００万人署名の達成状況・・・・・田中祥晃副会長（被連協）

５．パネルディスカッション

テーマ；高金利引き下げに向けた我々の今後の活動

パネラー 菅井 義夫（中央労福協）

柴田 武雄（聖学院大学政治経済学部教授）

関口多恵子（日本消費生活アドバイザー）

宮内 豊文（日司連・静岡司法書士会）

宇都宮健児（東京弁護士会）

コーディネーター 新里 宏二（仙台弁護士会）

６．デモ行進

参 加 梅木事務局長

Ⅲ．その他
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二．協議事項

Ⅰ．２００６年度第４０回通常総会について

１．開催日時 ５月１５日（月曜日）１３時３０分～

２．開催場所 熊本交通センターホテル

３．来 賓 県知事、熊本市長、中央労福協、南部ブロック労福協

４．総会次第 別紙参照

５．総会議案 別紙参照

６．功労者表彰について

※第３０回通常総会表彰基準

①県労福協三役を２期（４年）以上勤めた者

②県労福協役員を５期（１０年）以上勤めた者

③地区労福協に特段の功績を残した者（三役）については前記②の取り扱いを適用する

但しこれまでに表彰を受けた者を除き、２０回総会以降に関係する者とする。

Ⅱ．第４０回通常総会記念事業について

１．記念講演会

開催日時 ５月１５日（月曜日）１５時３０分～

開催場所 熊本交通センターホテル

講 演 テーマ；労働組合における自主福祉活動の必要性

講 師；笹森 清 中央労福協会長

参加対象 総会出席者、功労者表彰被表彰者、各地区労福協役員

２．記念レセプション

開催日時 ５月１５日（月曜日）１８時～

開催場所 熊本交通センターホテル

参加対象 総会出席者、功労者表彰被表彰者、各地区労福協役員

３．記念誌の発行

第４０回総会レセプションを含め発行する。

第３０回通常総会以降の労福協の歩みを中心として

※編集委員会の設置、

４．チャリティーゴルフ大会の実施

開催日時 ６月６日（火曜日）８時＝集合、８時３０分＝スタート

開催場所 大津阿蘇ゴルフクラブ

５．その他の取り組みについて

Ⅲ．クレ・サラの金利引き下げ等を求める運動について

資料参照

Ⅳ．２００６年度役員選考委員会について

１．事業体総代会等開催予定

①九州ろうきん

開催日時 ６月２７日（火曜日） 時 分～

開催場所

②全労済熊本県本部

開催日時 ７月２８日（金曜日） 時 分～

開催場所
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③熊本住宅生協

開催日時 ５月３０日（火曜日） 時 分～

開催場所 熊本テルサ

④ユニオントラベル熊本

開催日時 ５月２９日（月曜日） 時 分～

開催場所

⑤県労働会館

開催日時 ５月２２日（月曜日） 時 分～

開催場所 県労働会館

２．選考委員の選出・確認

①労働団体（３名 ・・・・・松原・大野・甲斐委員→）

②事業団体（１名 ・・・・・赤塚委員→）

③県労福協（１名 ・・・・・椎葉委員→）

３．選考対象

①労金熊本県本部長

労金役員選挙規約

第８条（立候補の届出期間）

立候補の届出期間は総会前６週間の応答日より５日間ととする。

②全労済熊本県本部理事長

③熊本住宅生協理事長・専務理事

４．選考委員会の開催について

開催日時 月 日（ 曜日） 時 分～

開催場所

５．その他

Ⅴ．各事業体の報告・提起などについて

１．ろうきん

２．全 労 済

３．住宅生協

４．ユニオントラベル

５．そ の 他

Ⅵ．今後の幹事会・常任幹事会の開催について

１．第６回幹事会の開催について

開催日時；４月１０日（月曜日）１４時～

開催場所；県労働会館

２．第７回常任幹事会の開催について

開催日時； 月 日（ 曜日） 時 分～

開催場所；県労働会館
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Ⅶ．当面の諸日程について

(水) ～連合熊本２００６春季生活闘争勝利決起集会（辛島公園）3/8 18:15
(日) ～秋津レークタウン２００６健康フェスティバル（秋津 ）3/12 13:00 レーク タウンクリニック

(水) ～くまもと２１・労組会議朝食会（丸小ホテル）3/14 8:00
(水) ～中央労福協第１回福祉なんでも相談連絡会議（東京）3/22 13:30
(火) ～県労福協第５３回専務会（ろうきん）3/28 10:00
(火) ～熊本地区労福協花見交流会（ろうきん水道町支店横白川河川敷公園）3/28 18:15
(月) ～岡山県玉野地区労福協訪問（事務局）4/3 13:00
(月) ～県労福協第６回幹事会（労働会館）4/10 14:00
(火)～ (水)～労福協南部ブロック第１回幹事会（福岡）4/11 4/12
(水)～熊本地区労福協第３回幹事会（）4/12
(木) ～全労済熊本県本部新会館竣工式（全労済）4/20 10:00
(月) ～全労済熊本県本部新会館落成祝賀会（ホテルニューオオタニ熊本）4/24 17:30

Ⅷ．その他

１．２００６世界女性スポーツ会議くまもとの協賛について

２．その他
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熊本県労働者福祉協議会第４０回通常総会次第

１．開会あいさつ

２．議長選出・あいさつ

３．書記任命

４．会長あいさつ

５．来賓あいさつ

６．祝電・メッセージ披露

７．総会成立宣言

８．議事

①第１号議案 ２００５年度活動経過報告

②第２号議案 ２００５年度会計決算報告及び会計監査報告

③第３号議案 ２００５年度剰余金処分（案）

④第４号議案 ２００６年度活動方針（案）

⑤第５号議案 ２００６年度予算（案）

⑥第６号議案 役員の一部補充について

⑦第７号議案 功労者表彰について

⑧その他

９．書記・議長解任

．閉会あいさつ10
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第１号議案 ２００５年度活動報告

Ⅰ．主な研究集会関係の報告

１．県労福協関係

２．中央労福協関係

①研究集会

３．南部労福協関係

①研究集会

②連合・労福協・事業団体合同研修会

③役職員研修会

Ⅱ．熊本県労福協の主な活動報告

１．連合熊本・県政への要求と提言「社会福祉・介護保険」関係

２．中小企業勤労者福祉サービスセンター八代設置に関する取り組み

３．連合熊本・県労福協「労働・生活福祉なんでも相談」の実施

４．介護保険の取り組み報告

５．福祉の街づくりの取り組み報告

Ⅲ．各種会議の開催・出席状況

１．県労福協関係

①第３９回通常総会の開催

開催日時 ２００５年５月１６日（月曜日）１３時３０分～

開催場所 熊本市リバーサイドホテル

総会次第

②幹事会の開催

ア．第１回

イ．第２回

ウ．第３回

エ．第４回（連合熊本と合同）

オ．第５回
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カ．第６回

③常任幹事会の開催

ア．第１回

イ．第２回

ウ．第３回

エ．第４回

オ．第５回

カ．第６回

キ．第７回

ク．第８回

④地区労福協代表者会議の開催

ア．第１回

イ．第２回

⑤事業体理事長・県本部長会議、専務会の開催

⑥県労福協役員選考委員会の経過

２．中央労福協関係

①地方労福協会議

②「事業団体／地方労福協」合同会議

③福祉なんでも相談ネットワーク連絡会議

⑤第１回加盟団体代表者会議

３．労福協南部ブロック関係

①幹事会の出席

②２００６年度通常総会

Ⅳ．県労福協行動記録

Ⅶ．各地区労福協活動報告
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１．荒尾玉名地区

２．鹿本地区

３．菊池地区

４．阿蘇地区

５．上益城地区

６．熊本地区

７．宇城地区

８．天草地区

９．八代地区

．芦北地区10

．水俣地区11

．人吉球磨地区12

Ⅸ．各事業体報告

１．労働金庫

２．全労済

３．住宅生協

４．ユニオントラベル

５．労働会館

秋津レークタウンクリニック６．医療法人社団：熊本労安会・

第２号議案 ２００５年度会計決算報告・会計監査報告

第３号議案 剰余金処分（案）
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第４号議案 ２００６年度活動方針（案）

Ⅰ．はじめに

Ⅱ．活動の基調

Ⅲ．具体的取り組み

Ⅸ．各事業体活動方針（案）

１，労働金庫

２．全労済

３．住宅生協

４．ユニオントラベル

５．労働会館

６． 秋津レークタウンクリニック医療法人社団：熊本労安会・

第５号議案 ２００６年度予算（案）

第６号議案 役員の一部補充について

第７号議案 功労者表彰について

第８号議案 その他
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第４号議案 ２００６年度活動方針（案）

はじめに

Ⅰ．活動の基調

１ 「みんなで、生きる、働く、暮らす、ケアする、地域福祉」を創るため、政策・制度の改善．

を図るとともに、自主福祉活動の充実強化に努めます。

２．連合熊本と各事業体の相互理解に立って、各事業体の基盤強化と勤労者の生涯福祉実現に向

けて努力します。

３．労福協活動を勤労者・生活者の暮らしに定着させるため、地域における活動を一層重視し、

そのために連合熊本・各事業体・各地区労福協との連携を強めます。

４．連合・労金協会・全労済と中央労福協が２００５年８月に基本合意した「勤労者の暮らしに

かかるサポート事業」についても論議をはじめます。

Ⅱ．具体的取り組み

１．重点対策課題プロジェクトの検討結果を実践に生かそう！

①中小企業勤労者福祉サービスセンターの充実・再生に向けた取り組み

②介護サポートの取り組み

③ファミリーサポート・子育て支援の取り組み

④定年退職者・高齢者との連携の支援について

⑤ライフセミナー・生活応援運動の取り組み

ライフセミナーを地区労福協の役員を中心に開催します。

２．政策・制度要求の取り組み

①社会保障制度改善への対応について

ア．中小企業退職金共済制度の普及

イ．中小企業勤労者財形積立制度の普及

②勤労者福祉の向上に向けた取り組みについて
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③食の安全確保と自然環境の保全について

④暮らしの安全運動としての震災対策の救援ネットワークづくりについて

⑤介護保険制度の充実を求める取り組み

ア．介護保険事業所に対する第三者評価基準の作成

イ．介護保険料の６段階化を求める取り組みと、介護保険料の減免条項及び利用料の減免条

項の制度化

３．総合福祉事業としての活動の強化

①連合熊本・熊退連・各地協との連携の強化について

今後ともより一層の連携を図り、社会福祉政策・各種企業内福利厚生制度や福祉労働分野

での連携した取り組みを進めることとします。

②各事業体活動について

南部労福協は「労働者福祉運動の強化と発展のために」をテーマに１年間検討を重ね、問

題提起を行いました。このことを踏まえ、県労福協として、各事業体の理念や存続意義につ

いての理解を求める取り組みとともに、労働者の共助について等の教育宣伝を行うこととし

ます。

また住宅生協事業の今後のあり方について、常任幹事会において検討を深めることとしま

す。

③生活福祉何でも相談ダイヤルの実施について

連合熊本の集中期間に実施するとともに、通年的な取り組みについて、各事業体との連携

を含め検討を進めることとします。

④税務サポート対策の実施について

引き続き労働組合会計に対するサポートを実施します。

⑤県労福協とＮＰＯ団体との連携

各種課題ごとに様々なＮＰＯ団体が活動を行っています。中央労福協でも重点対策課題と

の関係の中でも、連携の強化が提起されており、更に安心福祉ネットワークの関係では労福

協が要的役割を担い、それぞれの課題ごとに、それに関係する団体を紹介するなどの取り組

みを構想しています。こうしたことから当面ＮＰＯ団体との連携を強めることとします。

⑥ホームページの充実について

、 。県労福協のホームページについて 中央労福協の協力を得ながら取り組みを行っています

広報活動の一環としてさらに充実に努めることとします。

４．各地区労福協活動の強化について
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各地区労福協活動は、活動に濃淡があり、まずは幹事会機能の確立が最重要となっていま

す。従って各地区労福協と県労福協との連携を密にするとともに、連合各地協とも連携を強

化し、より幅広く幹事会体制の確立をはかり、各地区労福協の独自活動と共に、下記のテー

マについて、取り組みを強化することとします。

①介護保険関係

介護保険料の６段化の条例制定を求めるとともに、減免条項の制定へ向けた取り組みを行

います。

②事業体との連携

推進委員会活動を含め連携を強化します。

③研修会、学習会などの開催

ライフセミナー、ろうきんの「しあわせ創造運動 、全労済の「設計保障運動 、などに」 」

ついて、ろうきん推進委員会や全労済との連携をはかり、次の諸課題について検討を行い実

施へ向け取り組むことととします。

ア、ライフセミナーの開催

イ、ろうきん・全労済合同推進委員研修会・交流集会の開催

ウ、フレッシャーズ講座の開催

エ、事業体・労組青年組合員の交流会の開催

オ、福祉のまちづくり（安心ネットワーク）の推進

カ、ワンストップサービスの実施

５．熊本県自然災害遺児救援会活動の強化

６．福祉の街づくり構想の推進

秋津レークタウンをモデルに、現在取り組んでいる福祉の街づくりについて、夢クラブ事務

局との連携のもと、買い物介助事業（仮称）について検討を進めることとしており、労福協と

しても論議への参加を含め、協力を行うこととします。

また、八代・天草についても準備作業を進めることとします。

７．諸会議の開催

①幹事会・常任幹事会の開催

幹事会・常任幹事会は交互に毎月開催し、労福協活動の具体化を図ることとします。
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②事業団体理事長・県本部長会議、専務会の開催

事業団体理事長・県本部長会議、専務会は必要に応じ開催し、連合熊本・事業体・労福協

活動との連携をより強化する立場から引き続き開催することとします。また南部ブロック労

福協から提起のあっている「労働者福祉運動の強化と発展のために」の具体化について、検

討を深めることとします。

③地区労福協代表者会議の開催

３～４ヶ月ごとに開催し、県労福協活動の推進と地区労福協活動について、情報交換に努

めることとします。

④労福協強化期間の取り組み

中央労福協は期間の設定はないものの、重点課題政策の取り組みを中心に講演会・学習会

の開催を提起しています。

他地方労福協の視察を含めた研修を行うこととします。

県労福協として、研究集会の開催を中心に取り組むこととします。

８．検討委員会などの設置について

①県労福協「福祉基金あり方検討委員会」

前記について、幹事会で検討委員を選出し検討を始めることとします。

②県労福協「法人化検討委員会」

前記について、幹事会で検討委員を選出し検討を始めることとします。

③勤信協残余財産検討委員会

前記について、幹事会で検討委員を選出し検討を始めることとします。

※スローガン

活力ある福祉社会 ～地域共生で暮らしに夢を！！～

※サブスローガン

みんなで、生きる、働く、暮らす、ケアする、地域福祉を創ろう


